
　令和８年度の全国学力・学習状況調査の教科に関する結果（6年生）から
　
　
　6年生を対象に実施した令和8年度全国学力・学習状況調査についてお知らせします。今年度
は、国語・算数の2教科について調査がおこなわれました。調査の目的は、①全国的な児童生徒
の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題と検証し、その改善を図ること、②
学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てること、③取組を通じ
て、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立することです。なお、調査で図ることがで
きるのは、あくまでも「学力」の一部分、学校教育活動の一側面を示すものでしかありません
が、調査結果を一つの指標として、分析・検証し、子どもたちの確かな学力・豊かな心の育成
に向け、引き続き指導に取り組んでいきます。
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 確かな学力・豊かな心・健やかな体を育み、家庭・地域とともに歩む活気ある学校
～様々な文化や郷土亀山への理解を通して育んだ多様性を、地域で生かす教育の推進～

みんなが違う　みんなが大切

教科に関する調査結果

国語

算数

示された２つの表から、集計に誤りのある項目
を見つけ、その根拠を表の中の数と言葉を用い
て記述できる。
日常生活の問題を解決するために、図形を構成
する要素に着目して直方体の３つの辺の長さを
とらえ、示された条件を基に、調べたい数量の
求め方を数や言葉を用いて記述できる。

▲

〇
〇

▲

▲

▲

〇

本校の平均正答率は、国語については、全国平均を３．９ポイント、三重県平均を４ポイント
下回っています。算数については、全国平均を３．４ポイント、三重県平均を２ポイント下回
っています。

目的に応じて、文章の中から必要な情報をみつ
 ける。
相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな
がら、話の中心が明確になるように話の構成を
考える。
引用して、自分の考えが伝わるように書き表し
方を考える。

漢字を文の中で正しく使うことができる。
文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる。

直方体の箱の形を構成する面について理解して
いる。
二次元の表から、条件に合う数を読み取ること
ができる。

〇

▲

本校の６年生の正答率が一番
低かった算数の問題です。
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質問事項 亀山西小 三重県 全国

自分にはよいところがあると思いますか 85.7 84.7 85.6

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか 92.9 92.2 91.4

将来の夢や目標をもっていますか 75.0 81.6 81.8

人が困っているときは、進んで助けていますか 95.3 93.0 92.7

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか 96.5 93.0 92.7

困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか 78.6 70.5 70.6

普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか 89.3 92.8 92.5

児童質問調査結果
　全国学力・学習状況調査には、教科に関する調査に加え、生活習慣や学習環境等に関することを
問う「児童質問調査」があります。全国平均や県平均と比較して、本校に特に顕著な傾向があるも
のを中心に以下にまとめました。数値は、「あてはまる」または「どちらかといえばあてはまる」
を選んだ肯定的意見の割合です。

自己肯定感等に関わる内容

平日の学習時間【１時間以上】 48.9 45.4 49.9

休日の学習時間【１時間以上】 46.4 33.0 39.0

学習活動等に関する内容

学習習慣等に関わる内容

今までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいました
か。

73.8 76.5 77.6

学校の授業時間以外に、普段、１日あたりどれくらいの時間、読書をしますか。【３０分以
上】

36.9 33.0 39.0

国語の勉強は好きですか。 50.0 54.1 57.4

算数の勉強は好きですか。 64.3 59.2 57.6

「自分には、よいところがあると思いますか」の質問において、肯定的な回答をする割合が三
重県、全国平均と比べて高い。
「将来の夢や目標をもっていますか」、「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれ
くらいありますか」の質問において、肯定的な回答をする割合が、三重県、全国平均と比べて
低い。

平日の学習時間が1時間以上と回答する割合は、三重県平均と比べて高く、全国平均と比べて
低い。
休日の学習時間が１時間以上と回答する割合は、三重県、全国平均と比べて高い。
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学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づい
たりすることができていますか

90.5 86.4 85.7

授業や学校生活では、友だちや周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の
解決に取り組んでいますか

84.5 91.3 91.4

あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いに意見のよさを
活かして解決方法を決めていますか

88.1 80.1 81.5

学級会における学級での話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組ん
でいますか

82.1 77.7 77.3

学校に行くのは楽しいと思いますか 86.9 84.8 85.7

友達関係に満足していますか 76.2 72.6 69.6

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 78.6 82.3 80.1

今後の取組
学びの土台づくり

学びの定着

児童に、国語の教科書「言葉の宝箱」を用いて語彙を豊かにする活動に取り組ませます。
児童に、文章やデータを整理するために必要だと判断した語句や数値を丸や四角で囲んだり、
線でつないだりするなど、目的に応じて、図示しながら情報を整理できるよう取り組ませま
す。
児童に、朝の短時間学習で、Qubena（3年～６年）、Think！Think！（１～２年）に取り組
ませます。
目標設定・記録・振り返りをするアンケートやレーダーチャートツールを用いて、子どもたち
が自己の学習・生活状況を自覚することで、自己マネジメント力を育成します。

「かめやま授業デザインスタンダートプラン」の集中取組期間を設定し、教員全員が取り組み
ます。
教員が、前時の「ふりかえり」を授業の導入時に取り入れることで、授業の「めあて」につな
げ、授業に連続性をもたせます。

学校生活等に関わる内容

「学級生活をよりよくするための話し合い」については、肯定的意見が8割を超える状況であ
る。
「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答した割合が、三重県、全国平均より高い。
「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と肯定的に回答した割合が、三重県、全国平
均より低い。

児童に、「学級力アンケート」を用いて、学級会で話し合い活動を行わせ、お互いに協力しな
がら学級の課題を解決できるよう取り組ませます。
児童に、教科の学習にペアかグループでの話し合い活動をおこなわせます。

授業改善

　児童質問紙の全体の結果をみると、本校の６年生児童は、「学びの自己調整」「教科（算数）に対
する意識」「総合的な学習の時間、学級活動、道徳」「ICTを活用した学習状況」「読書等」の領域
で、県・全国平均を上回っている状況です。日々の授業づくりや、児童一人ひとりを大切にした教育
活動、児童会活動を主軸にした自主的・自治的活動への取組、地域の方々のご協力による総合的な学
習の時間の展開の成果であると考えます。今回の結果をふまえ、児童一人ひとりの習熟度に合わせて
最適な問題を出題するAI型教材「Qubena（キュビナ）」のさらなる活用、児童自らが家庭学習を含
めた学習について自己マネジメントする力の育成、お互いの考えを大切にし、協力することを児童に
意識させた話し合い活動を進めていきます。今後も、授業改善に取り組み、児童の意欲や頑張りを認
め、児童が自己有用感をもてるよう、指導をしてまいります。
　ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。
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	確かな学力・豊かな心・健やかな体を育み、家庭・地域とともに歩む活気ある学校
	～様々な文化や郷土亀山への理解を通して育んだ多様性を、地域で生かす教育の推進～
	　 　 　6年生を対象に実施した令和8年度全国学力・学習状況調査についてお知らせします。今年度は、国語・算数の2教科について調査がおこなわれました。調査の目的は、①全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題と検証し、その改善を図ること、②学校における児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てること、③取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立することです。なお、調査で図ることができるのは、あくまでも「学力」の一部分、学校教育活動の一側面を示すものでしかありませんが、調査結果を一つの指標として、分析・検証し、子どもたちの確かな学力・豊かな心の育成に向け、引き続き指導に取り組んでいきます。 　

	教科に関する調査結果
	　令和８年度の全国学力・学習状況調査の教科に関する結果（6年生）から
	本校の平均正答率は、国語については、全国平均を３．９ポイント、三重県平均を４ポイント下回っています。算数については、全国平均を３．４ポイント、三重県平均を２ポイント下回っています。

	国語
	漢字を文の中で正しく使うことができる。
	文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめることができる。
	目的に応じて、文章の中から必要な情報をみつ
	ける。
	相手に伝わるように、理由や事例などを挙げな
	がら、話の中心が明確になるように話の構成を
	考える。
	引用して、自分の考えが伝わるように書き表し
	方を考える。

	算数
	直方体の箱の形を構成する面について理解して
	いる。
	二次元の表から、条件に合う数を読み取ること
	ができる。
	示された２つの表から、集計に誤りのある項目
	を見つけ、その根拠を表の中の数と言葉を用い
	て記述できる。
	日常生活の問題を解決するために、図形を構成
	する要素に着目して直方体の３つの辺の長さを
	とらえ、示された条件を基に、調べたい数量の
	求め方を数や言葉を用いて記述できる。
	児童質問調査結果
	　全国学力・学習状況調査には、教科に関する調査に加え、生活習慣や学習環境等に関することを問う「児童質問調査」があります。全国平均や県平均と比較して、本校に特に顕著な傾向があるものを中心に以下にまとめました。数値は、「あてはまる」または「どちらかといえばあてはまる」を選んだ肯定的意見の割合です。
	自己肯定感等に関わる内容



	質問事項
	三重県
	全国
	自分にはよいところがあると思いますか
	85.7
	84.7
	85.6
	先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか
	92.9
	92.2
	91.4
	将来の夢や目標をもっていますか
	75.0
	81.6
	81.8
	人が困っているときは、進んで助けていますか
	95.3
	93.0
	92.7
	いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか
	96.5
	93.0
	92.7
	困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか
	78.6
	70.5
	70.6
	普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか
	89.3
	92.8
	92.5
	「自分には、よいところがあると思いますか」の質問において、肯定的な回答をする割合が三重県、全国平均と比べて高い。
	「将来の夢や目標をもっていますか」、「普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはどれくらいありますか」の質問において、肯定的な回答をする割合が、三重県、全国平均と比べて低い。
	学習習慣等に関わる内容
	平日の学習時間【１時間以上】
	48.9
	45.4
	49.9
	休日の学習時間【１時間以上】
	33.0
	39.0
	平日の学習時間が1時間以上と回答する割合は、三重県平均と比べて高く、全国平均と比べて低い。
	休日の学習時間が１時間以上と回答する割合は、三重県、全国平均と比べて高い。

	学習活動等に関する内容
	今までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。
	73.8
	76.5
	77.6
	学校の授業時間以外に、普段、１日あたりどれくらいの時間、読書をしますか。【３０分以上】
	33.0
	39.0
	国語の勉強は好きですか。
	54.1
	57.4
	算数の勉強は好きですか。
	59.2
	57.6



	学校生活等に関わる内容
	学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりすることができていますか
	90.5
	86.4
	85.7
	授業や学校生活では、友だちや周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら課題の解決に取り組んでいますか
	84.5
	91.3
	91.4
	あなたの学級では、学級生活をよりよくするために学級会で話し合い、互いに意見のよさを活かして解決方法を決めていますか
	88.1
	80.1
	81.5
	学級会における学級での話し合いを生かして、今、自分が努力すべきことを決めて取り組んでいますか
	82.1
	77.7
	77.3
	学校に行くのは楽しいと思いますか
	86.9
	84.8
	85.7
	友達関係に満足していますか
	76.2
	72.6
	69.6
	地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか
	78.6
	82.3
	80.1
	「学級生活をよりよくするための話し合い」については、肯定的意見が8割を超える状況である。
	「学校に行くのは楽しい」と肯定的に回答した割合が、三重県、全国平均より高い。
	「地域や社会をよくするために何かしてみたい」と肯定的に回答した割合が、三重県、全国平均より低い。


	今後の取組
	学びの土台づくり
	児童に、「学級力アンケート」を用いて、学級会で話し合い活動を行わせ、お互いに協力しながら学級の課題を解決できるよう取り組ませます。
	児童に、教科の学習にペアかグループでの話し合い活動をおこなわせます。

	学びの定着
	児童に、国語の教科書「言葉の宝箱」を用いて語彙を豊かにする活動に取り組ませます。
	児童に、文章やデータを整理するために必要だと判断した語句や数値を丸や四角で囲んだり、線でつないだりするなど、目的に応じて、図示しながら情報を整理できるよう取り組ませます。
	児童に、朝の短時間学習で、Qubena（3年～６年）、Think！Think！（１～２年）に取り組ませます。
	目標設定・記録・振り返りをするアンケートやレーダーチャートツールを用いて、子どもたちが自己の学習・生活状況を自覚することで、自己マネジメント力を育成します。

	授業改善
	「かめやま授業デザインスタンダートプラン」の集中取組期間を設定し、教員全員が取り組みます。
	教員が、前時の「ふりかえり」を授業の導入時に取り入れることで、授業の「めあて」につなげ、授業に連続性をもたせます。
	　児童質問紙の全体の結果をみると、本校の６年生児童は、「学びの自己調整」「教科（算数）に対する意識」「総合的な学習の時間、学級活動、道徳」「ICTを活用した学習状況」「読書等」の領域で、県・全国平均を上回っている状況です。日々の授業づくりや、児童一人ひとりを大切にした教育活動、児童会活動を主軸にした自主的・自治的活動への取組、地域の方々のご協力による総合的な学習の時間の展開の成果であると考えます。今回の結果をふまえ、児童一人ひとりの習熟度に合わせて最適な問題を出題するAI型教材「Qubena（キュビナ）」のさらなる活用、児童自らが家庭学習を含めた学習について自己マネジメントする力の育成、お互いの考えを大切にし、協力することを児童に意識させた話し合い活動を進めていきます。今後も、授業改善に取り組み、児童の意欲や頑張りを認め、児童が自己有用感をもてるよう、指導をしてまいります。
	　ご理解とご協力のほど、よろしくお願いいたします。



